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π e＝β（ππ e），β＞０ （２）
を仮定してみよう。
いま，（１）式において，函数 f（u）が既知であれば失業の一定値 u＊に対して f（u＊）の一定値が特定
される。u＝u＊の下で，（１）式を微分し，（２）式を考慮すれば，
 










しかるに，不動点 π＊は，０＜ξ＜１を満たす ξ に対してのみ存在し，もし，ξ＝１ならば，π＊は定義

されない。０＜ξ＜１の場合に，π と π は負の傾きをもつ相反関係にあるから，π＊は漸近大局的安定
性（asymptotical global stability）を満たす。ξ＝１の場合 π＊は不定となり，インフレは常に正確に
合理的インフレ期待下におけるインフレーション
41
予想され，π＝π eかつ π e＝０がしたがう。
ところで，上では，インフレ率の如何に関らず失業率を一定と想定してきた。かかる失業は，Fried-






ところで，多くの研究作業において，インフレ π，実質所得 y，期待インフレ π eに対して，
π＝α（yyn）π e，α＞０ （７）
なる関係が仮定されることが一般的である。ただし，ynは上の unに対応する自然所得水準（natural































がしたがう。ただし，c は実質消費，y は実質所得ないし実質国内総生産，i は実質投資，i０はその



















さて，注意を実質所得の均衡水準 y＊に集中しよう。いま，mp と π eのタームで表わされた（１８）
式の線型方程式を
y＝a０a１（mp）a２π e，a１＞０，a２＞０ （２０）
と表現し直せば，これも総需要曲線を与える。通常，総需要曲線は，横軸に y，たて軸に p をとり，













































  y＝a１（mπ）a２π e （２４）

がしたがう。この曲線は，需要圧力曲線（demand pressure curve）と呼ばれる。３）ただし，p＝dpdt
＝d log Pdt ＝π である。
さて，（２４）式と Phillips曲線およびインフレ期待の動学的調整とを結合すれば，
  y＝a１（mπ）a２π e，a１＞０，a２＞０ （２５）
π＝α（yyn）π e，α＞０ （２６）












































































る。解 π e＊を短期 Phillips曲線（（２６式）に代入すれば，実現インフレの時間経路が導かれる。定常状
 



























２）Shone, op. cit., Chap．１１，Section１１．２．参照。また，安定性については，Azariadis〔１〕（Chap．４，６）参照。
３）Shone. op. cit., Chap．１１，Section１１．２．（p．４７６）参照。
４）図－4（a），4（b）は，Shone, op. cit., Figure１１．８．（p．４７９）に対応する。





































































































































































































































































































































































した。すなわち，資本ストックを K とするとき K を恒常所得の代理変数とみなす一方で，その比
例倍の aK（a＞０）を自然完全雇用産出量とみなすごとくである。以下，K の対数を k，aK のそれを
ak で表わそう。














に置換えられる。ただし，dz は Brown運動を表わし，dz＝sω（t）dt であり，s はパラメータ，ω（t）
は平均ゼロ，分散１をもつ正規分布にしたがう系列無相関な確率変数を表わす。
さて，以下では，貨幣市場に不確実性が作用する情況を想定する。すなわち，貨幣需要に上と同








































がしたがうものと仮定する。ただし， t０は，時点 t０において利用可能な情報系を表わす σ --代数






























































































































































































































































































































































しかるに，係数行列 A（（１１７）式）を除けば，ベクトル h，f，f′，dv は，前項のそれらと同一となる。



















１８）本項の議論は，財市場における需要不確実性を想定する Gertler, op. cit.,（Appendix
）のそれと対比を成す。
１９）σ --代数（σ --algebra）に関して，例えば，Malliaris＝Brock〔１４〕（Chap.１）参照。
２０）安定条件に関する限り，本条件は，財市場の需要不確実性を想定する Gertler, op. cit.,（Appendix
）のそれと
同一となる。
２１）本項の議論は，不確実性が存在しない情況下で貨幣実質残高効果が作用する Gertler, op. cit.,（Appendix）の
それと対比を成す。
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